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４月 16日、りょうぜん市民共同発電所前で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 周年交流会には、PARE

会員、出資者など 22 名、福

島県農民連から８名が参加。

16 日は、りょうぜん発電所

の見学と交流会、懇親会。17

日は二本松営農ソーラー、農

民連ソーラーシェアリング

の見学、農民連の産直カフェ

に立ち寄りました。 

福島の２つの発電所は

2011 年３月の東日本大震

災・福島原発事故の後、農民

連と協働して完成した発電所です。りょうぜん発電

所(50kW)は PARE も農民連も初めての「野出て発

電所」で 2013 年 10 月に完成しました。あたみまち

発電所(210kW)は２号機で 2015 年４月に完成しま

した。 

農民連の佐々木事務局長によると、りょうぜん発

電所から始まった「エネルギー自立で農村地域の再 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生をめざす」福島県農民連の取り組みは、10MW に

迫っているとのことでした。 

 福島県農民連は、安心安全な農産物の生産・販売は

もちろん食料自給率向上の取り組み、原発事故の損害

賠償請求、納税のサポート、農業労災、エネルギー自

立など幅広く活動しています。 

 

福島りょうぜん・あたみまち市民共同発電所 10周年(４/16-17) 

福島県農民連・出資者と地元で交流会 


